
主担当部局（長）名
観光局長　辻本 浩司

目
標

平成29年までに、延べ宿泊者数を300万人にしま
す。（H25年：265万人）

取
組

奈良県への宿泊観光客の誘致活動を行いました。

海外プロモーションの取組等による外国人旅行者
の増加、さらに平成27年は6月下旬から7月にかけ
て「奈良県宿泊者限定キャッシュバックキャンペー
ン」を実施したことにより、延べ宿泊者数は増加し
ています。

成
果

目
標

平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にし
ます。（H25年：3,547万人）

取
組

奈良県への観光客の誘致活動を行いました。

成
果

首都圏観光キャンペーン、冬季重点誘客キャン
ペーン等の実施により、観光入込客数は、平成24
年以降増加しています。

１．政策目標達成に向けた進捗状況
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 Ⅰ 経済の活性化 

３ 観光の振興 

新しい魅力づくりを進め、ゆっくりじっくりと楽し

める観光県を目指します。 

目指す姿 

関係部局（長）名：知事公室長 村井 浩、地域振興部長

村田 崇、南部東部振興監 山本 尚、くらし創造部長

中 幸司、産業・雇用振興部長 森田 康文、農林部長

福谷 健夫、県土マネジメント部長 加藤 恒太郎、まちづ

くり推進局長 金剛 一智、教育長 吉田 育弘 
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２．現状分析
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宿泊施設の施設数・客
室数はともに少なく、客
室はホテル（ 室）と
旅館（ 室）を合わせ
て 室で、全国最下
位です。

・ ～ 月、 ・ 月がオフ

シーズンになっており、

宿泊観光客が低迷して

います。

・特に ､ 月は 月の

程度にまで落ち込んで

います。（ 年 月：

万人、 月： 万

人、 月： 万人）

（月） 

中国

台湾韓国

香港

その他

（％） 

日本政府観光局、観光庁調べ 

奈良県への外国人訪問客の国籍割合は、中国
（ ％）、台湾（ ％）、韓国（ ％）、香港
（ ％）で全体の約 ％を占めています。

宿泊旅行統計調査（観光庁） 
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奈良県への外国人訪問客数の推移 （千人） 

（年） 

日本政府観光局、観光庁調べ 

奈良県への外国人訪問客数は、平成 年は 万
千人で、前年比 ％（約 万人）増となっていま
す。

（千人） 

奈良県への外国人訪問客の国籍別割合（ 年）

－38－

主担当部局（長）名
観光局長　辻本 浩司

目
標

平成29年までに、延べ宿泊者数を300万人にしま
す。（H25年：265万人）

取
組

奈良県への宿泊観光客の誘致活動を行いました。

海外プロモーションの取組等による外国人旅行者
の増加、さらに平成27年は6月下旬から7月にかけ
て「奈良県宿泊者限定キャッシュバックキャンペー
ン」を実施したことにより、延べ宿泊者数は増加し
ています。

成
果

目
標

平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にし
ます。（H25年：3,547万人）

取
組

奈良県への観光客の誘致活動を行いました。

成
果

首都圏観光キャンペーン、冬季重点誘客キャン
ペーン等の実施により、観光入込客数は、平成24
年以降増加しています。

１．政策目標達成に向けた進捗状況
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 Ⅰ 経済の活性化 

３ 観光の振興 

新しい魅力づくりを進め、ゆっくりじっくりと楽し

める観光県を目指します。 

目指す姿 

関係部局（長）名：知事公室長 村井 浩、地域振興部長

村田 崇、南部東部振興監 山本 尚、くらし創造部長

中 幸司、産業・雇用振興部長 森田 康文、農林部長

福谷 健夫、県土マネジメント部長 加藤 恒太郎、まちづ

くり推進局長 金剛 一智、教育長 吉田 育弘 
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産業振興
総合センター－ － －

民間団体による記紀・万葉関連イベントの支援件数（件）
文化資源活

用課

誘客のためのプロモーション、オフシーズンのイベ
ントの開催、外国人旅行者の受け入れ環境の整
備等により、平成27年の県内主要11ホテルの延
べ宿泊者数は増加しました。

成
果

道路環境課秋季休日における自転車周遊者数（台／日）(計測箇所：10カ所）

自転車の屋内保管や自転車搬送サービス等が可能な「サイクリスト
にやさしい宿」認定宿数（件）［累計］

道路環境課

自転車を活用した取組の推進（①）
広域的な自転車利用ネットワークにおける案内誘導及び注意喚起
サイン整備率（％）[累計]

まちをきれいにする取組の推進（①）

公園緑地課

道路環境課

「川の彩り花づつみ事業」の実施地区数(地区) 河川課

河川美化愛護団体支援事業による河川清掃実施団体数（団体） 河川課

中南和の魅力振興（①）

「やまと花ごよみ」来場者数（千人）

マーケティン
グ課

祈りの回廊～秘宝・秘仏特別開帳の推進（①,②）

秘宝・秘仏特別開帳実施社寺数（社寺）

魅力ある「奈良の土産物」の創出・発掘・発信（①）

記紀・万葉プロジェクトの推進（①）

観光プロ
モーション課

奈良のおみやげもの（お菓子）認定数（品）
－ －

企業立地推
進課

主な取組指標等 平成25年度 平成26年度 担当課名
宿泊産業の育成・支援（②）

制度融資（宿泊関連）利用者数（人）

３．戦略目標達成に向けた進捗状況

戦略目標
①平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にします。（H25年：3,547万人）
②平成29年までに、延べ宿泊者数を300万人にします。（H25年：265万人）

平成27年度

取
組

国内プロモーション、海外プロモーション等の実施
により、宿泊観光客の増加に取り組みました。（①,
②）

戦略１　意欲ある観光関連事業者とともに、観光
産業の活性化やおもてなし環境の充実を図り、奈
良で宿泊する周遊型観光を推進します。

主担当課(長)名 ならの観光力向上課長　中西 秀人

奈良の美味しい「食」づくり（①）

奈良フードフェスティバル来場者数（千人/日）

643  691  723  759  827  
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延べ宿泊者数（県内主要 ホテル）

・「大宮通り新ホテル・交流拠点事業」のホテル事業について、マリオット・インターナショナルの最高級ホテルブランド

「ＪＷマリオット」の進出が決定しました。（②）

・奈良盆地周遊型ウォークルートのルート設定や案内サイン整備をするため、 市町村と協定を締結しました。

また、山の辺の道及び葛城古道で案内サインを整備しました。（①） 

これまでの成果

ならの観光力向上課調べ 
（年） 
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取
組

奈良県観光キャンペーンの実施（キャッシュバック
キャンペーン）等、夏季オフシーズンの宿泊観光客
の誘致に取り組みました。（①）

成
果

キャッシュバックキャンペーン等を実施したことに
より、平成27年度の夏季オフシーズン（6・7月）の
延べ宿泊者数は429,990人と、平成26年度比
21.6％増となりました。

社寺等と連携した旅行商品への参加人数（人）
観光プロ

モーション課

観光プロ
モーション課

オフシーズンにおける誘客促進（①）

冬季重点誘客キャンペーン（ネットクーポンキャン
ペーン、大立山まつり、若草山焼き、なら瑠璃絵
等）を実施したことにより、平成27年度の冬季オフ
シーズン（12～2月）の延べ宿泊者数は394,110人
と、平成26年度比6.3％増となりました。

成
果

観光プロ
モーション課

文化振興課

スポーツツーリズムの推進（①）

奈良マラソン外国人エントリー数（人）
スポーツ振
興課

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿泊者数（人）

主な取組指標等 平成27年度平成25年度 平成26年度 担当課名

奈良だからこそできる音楽祭の開催（①）

旅行商品の造成・セールス強化（①）

県が造成した旅行商品企画の販売数（人）

「ムジークフェストなら」来場者数（千人）

戦略目標
①地域の特性を活かしたイベント等の開催により、オフシーズン（12月～2月、6月・7月）の観光
入込客数及び延べ宿泊者数を増やします。（オフシーズン観光入込客数　H24年度：1,339万人
オフシーズン延べ宿泊者数　H25年度：84万人）

取
組

冬季重点誘客キャンペーン、イベントの実施等、
冬季オフシーズンの宿泊観光客の誘致に取り組
みました。（①）

戦略２　旅行商品づくりやイベントの充実により、
宿泊オフシーズンの解消を図ります。

主担当課(長)名 ならの観光力向上課長　中西 秀人

375 

412 

371 
394 
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500
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（千人） 冬季オフシーズン（ ～ 月）の延べ宿泊者数

・平成 年度の夏季オフシーズンには「お得感たっぷりの宿泊プラン」の宿泊料金を最大 ％割引するキャッ

シュバックキャンペーン、冬季オフシーズンにはインターネットで宿泊予約するお客様を対象にネットクーポン

キャンペーンを実施し、延べ宿泊者数は対平成 年度比で夏季は ％、冬季は ％増加しました。（①）

・オフシーズン対策として冬季誘客キャンペーン「奈良うまし冬めぐり」に加えて、夏季においても「奈良うまし夏

めぐり」に取り組み、県内全域への観光客誘致を促進しました。また、春日大社第六十次式年造替奉祝行事

関連の商品が好調であったこと、首都圏及び九州圏等に広報展開を行ったことにより、商品販売数が平成

年度の 人から平成 年度の 人と、 ％増加しました。 （①）

・全国高等学校ラグビーフットボール大会の出場校の県内での宿泊校は、平成 年は記念大会であったことも

あり、平成 年の 校から 校増加し、 校となりました。（①）

これまでの成果

宿泊旅行統計調査（観光庁）

（年度） 
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宿泊旅行統計調査（観光庁）
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産業振興
総合センター－ － －

民間団体による記紀・万葉関連イベントの支援件数（件）
文化資源活

用課

誘客のためのプロモーション、オフシーズンのイベ
ントの開催、外国人旅行者の受け入れ環境の整
備等により、平成27年の県内主要11ホテルの延
べ宿泊者数は増加しました。

成
果

道路環境課秋季休日における自転車周遊者数（台／日）(計測箇所：10カ所）

自転車の屋内保管や自転車搬送サービス等が可能な「サイクリスト
にやさしい宿」認定宿数（件）［累計］

道路環境課

自転車を活用した取組の推進（①）
広域的な自転車利用ネットワークにおける案内誘導及び注意喚起
サイン整備率（％）[累計]

まちをきれいにする取組の推進（①）

公園緑地課

道路環境課

「川の彩り花づつみ事業」の実施地区数(地区) 河川課

河川美化愛護団体支援事業による河川清掃実施団体数（団体） 河川課

中南和の魅力振興（①）

「やまと花ごよみ」来場者数（千人）

マーケティン
グ課

祈りの回廊～秘宝・秘仏特別開帳の推進（①,②）

秘宝・秘仏特別開帳実施社寺数（社寺）

魅力ある「奈良の土産物」の創出・発掘・発信（①）

記紀・万葉プロジェクトの推進（①）

観光プロ
モーション課

奈良のおみやげもの（お菓子）認定数（品）
－ －

企業立地推
進課

主な取組指標等 平成25年度 平成26年度 担当課名
宿泊産業の育成・支援（②）

制度融資（宿泊関連）利用者数（人）

３．戦略目標達成に向けた進捗状況

戦略目標
①平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にします。（H25年：3,547万人）
②平成29年までに、延べ宿泊者数を300万人にします。（H25年：265万人）

平成27年度

取
組

国内プロモーション、海外プロモーション等の実施
により、宿泊観光客の増加に取り組みました。（①,
②）

戦略１　意欲ある観光関連事業者とともに、観光
産業の活性化やおもてなし環境の充実を図り、奈
良で宿泊する周遊型観光を推進します。

主担当課(長)名 ならの観光力向上課長　中西 秀人

奈良の美味しい「食」づくり（①）

奈良フードフェスティバル来場者数（千人/日）

643  691  723  759  827  
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延べ宿泊者数（県内主要 ホテル）

・「大宮通り新ホテル・交流拠点事業」のホテル事業について、マリオット・インターナショナルの最高級ホテルブランド

「ＪＷマリオット」の進出が決定しました。（②）

・奈良盆地周遊型ウォークルートのルート設定や案内サイン整備をするため、 市町村と協定を締結しました。

また、山の辺の道及び葛城古道で案内サインを整備しました。（①） 

これまでの成果

ならの観光力向上課調べ 
（年） 
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社寺等と連携した旅行商品の販売数（人）
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「歩く・なら」HPのアクセス件数（千件）
ならの観光
力向上課

成
果

奈良県が運営する「なら記紀・万葉」「巡る奈良」
「歩く・なら」等の観光情報発信のためのインター
ネットサイトは、開設以来、着実にアクセス数が増
加しています。

国内コンベンションの誘致（①）
観光プロ

モーション課

ならの観光
力向上課－

文化資源活用
課・ならの観
光力向上課

奈良まほろば館の入館者数（千人）
観光プロ

モーション課

奈良に関する情報掲載出版物数（千部）

担当課名
首都圏等からの誘客の促進（①）

主な取組指標等 平成27年度平成25年度 平成26年度

戦略目標 ①平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にします。（H25年：観光入込客数3,547万人）

取
組
インターネットを活用した観光情報発信に取り組み
ました。（①）

取
組
首都圏プロジェクトの実施により、宿泊観光客の
誘致に取り組みました。（①）

成
果

首都圏での情報発信、奈良県観光キャンペーンの
展開、奈良県の観光情報発信の拠点である奈良
まほろば館での誘致活動等の実施により、首都圏
からの宿泊者数は増加しました。

戦略３　ターゲットを明確にし、奈良の魅力を効果
的に発信し、国内からの観光客及びコンベンショ
ンの誘致を推進します。

主担当課(長)名 観光プロモーション課長　阿部 辰雄

コンベンション誘致件数（件）

中南和・東部地域の観光情報発信機能強化（①）

JAならけんまほろばキッチン内観光案内所の利用客数（人）

県内の魅力あるルートを紹介する「歩く・なら」の推進（①）
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記紀・万葉 巡る奈良 歩く・なら 

県が運営する主な観光情報サイトのアクセス数推移 （千件） 

（年.月） 

観光局調べ

・「祈りの回廊 秋冬版」（ 年 月～ 月）及び「祈りの回廊春夏版」（ 年 月～ 月）を作成し、秘宝・秘仏の

特別開帳等の社寺情報を発信しました。（①）

・首都圏での「『古代歴史文化賞』記念シンポジウム」や県内 会場で開催した「日本書紀を語る講演会」等、

「記紀・万葉プロジェクト」事業として様々なイベント等を開催し、合計 万人の参加がありました。（①）

これまでの成果
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平城宮跡歴史公園の整備の促進とにぎわいづくり（②）

「ぐるっとバス」（奈良公園ルート）のGW期間（休日）の平均利用者
数（人/日）

奈良公園室

成
果

奈良Free Wi-fiサービスの開始、奈良春日野国際
フォーラム甍の改修等を行うとともに、観光オフ
シーズンのキャンペーン、イベントの実施により、
北和エリアの宿泊者数は順調に増加しています。

平城宮跡事
業推進室

平城宮跡内で開催されたイベントの来場者数（千人）

社寺等と連携した旅行商品への参加人数（人）
観光プロ

モーション課

「なら燈花会」来場者数（千人） 奈良公園室

「なら瑠璃絵」来場者数（千人） 奈良公園室

奈良公園基本戦略に基づく施策・事業の推進（①）

若草山焼き事業の観光客数（千人） 奈良公園室

取
組

平城宮跡でのイベント開催によるにぎわいづくりに
取り組みました。（②）

成
果

平城宮跡イベントの県外への広報周知に取り組ん
だ結果、来場者のうち県外から来場する人の割合
は増加傾向にあります。

主な取組指標等 平成27年度平成25年度 平成26年度 担当課名

戦略目標

①奈良公園の魅力を向上させる施策を推進し、「世界に誇れる公園」を目指します。
②平城宮跡歴史公園の整備を促進し、わが国を代表する歴史文化遺産である特別史跡平城宮
跡の一層の保存活用を目指します。
③馬見丘陵公園では、中和観光、地域振興の拠点として「花」と「花を活かしたイベント」によるに
ぎわいづくりを進めます。

取
組

奈良公園の整備を進めるとともに、オフシーズンを
中心に宿泊観光客の誘客を図りました。（①）

戦略４　地域資源を活用した観光基盤の整備とに
ぎわいづくりを推進します。

主担当課(長)名 奈良公園室長　上平 盛王
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・奈良公園周辺への外国人観光客の誘客と滞在時間増加による消費促進に繋げるため、総合特区エリア内

に限り有償で通訳案内ができる中国語・韓国語の特区通訳案内士を育成しました。（ 年度： 人、 年

度： 人）（①）

・中和地域に位置する馬見古墳群と馬見丘陵の自然環境を保全・活用した広域公園「馬見丘陵公園」は平成

年度に全面開園し、県民と協働による花の公園づくりを推進するとともに、花を活かしたイベントを開催する

等利活用を図り、平成 年度の来園者数は約 万人で、平成 年度より約 万人増加しました。（③）

・飛鳥京跡苑池メインエントランス部の休憩舎が完成し、平成 年 月に開所しました。（③）

これまでの成果

平城宮跡イベントアンケート調査（平城宮跡事業推進室） 

平城宮跡イベント来場者のうち県外からの来場者割合 
（平城京天平祭 夏・秋 平均値） 
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北和エリア（奈良市、生駒市、天理市、大和郡山市、香芝市、 
平群町、三郷町、王寺町、斑鳩町、広陵町、山添村） 

奈良県宿泊統計調査

（ならの観光力向上課） 

（年） 

（千人） 
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「歩く・なら」HPのアクセス件数（千件）
ならの観光
力向上課

成
果

奈良県が運営する「なら記紀・万葉」「巡る奈良」
「歩く・なら」等の観光情報発信のためのインター
ネットサイトは、開設以来、着実にアクセス数が増
加しています。

国内コンベンションの誘致（①）
観光プロ

モーション課

ならの観光
力向上課－

文化資源活用
課・ならの観
光力向上課

奈良まほろば館の入館者数（千人）
観光プロ

モーション課

奈良に関する情報掲載出版物数（千部）

担当課名
首都圏等からの誘客の促進（①）

主な取組指標等 平成27年度平成25年度 平成26年度

戦略目標 ①平成29年までに、観光入込客数を4,000万人にします。（H25年：観光入込客数3,547万人）

取
組
インターネットを活用した観光情報発信に取り組み
ました。（①）

取
組
首都圏プロジェクトの実施により、宿泊観光客の
誘致に取り組みました。（①）

成
果

首都圏での情報発信、奈良県観光キャンペーンの
展開、奈良県の観光情報発信の拠点である奈良
まほろば館での誘致活動等の実施により、首都圏
からの宿泊者数は増加しました。

戦略３　ターゲットを明確にし、奈良の魅力を効果
的に発信し、国内からの観光客及びコンベンショ
ンの誘致を推進します。

主担当課(長)名 観光プロモーション課長　阿部 辰雄

コンベンション誘致件数（件）

中南和・東部地域の観光情報発信機能強化（①）

JAならけんまほろばキッチン内観光案内所の利用客数（人）

県内の魅力あるルートを紹介する「歩く・なら」の推進（①）
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県が運営する主な観光情報サイトのアクセス数推移 （千件） 

（年.月） 

観光局調べ

・「祈りの回廊 秋冬版」（ 年 月～ 月）及び「祈りの回廊春夏版」（ 年 月～ 月）を作成し、秘宝・秘仏の

特別開帳等の社寺情報を発信しました。（①）

・首都圏での「『古代歴史文化賞』記念シンポジウム」や県内 会場で開催した「日本書紀を語る講演会」等、

「記紀・万葉プロジェクト」事業として様々なイベント等を開催し、合計 万人の参加がありました。（①）

これまでの成果
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「まほろばパス」（奈良県内社寺、文化・観光施設入館無料パス
ポート）発行枚数（枚）

外国人支援
センター

海外旅行プロモーター・旅行商品コーディネーター
による情報発信・セールス、富裕層旅行を取り扱う
バイヤーとの商談会出展、ファムトリップの実施、
受け入れ環境の整備等により、外国人延べ宿泊
者数は、平成26年の145,260人（全国26位）から平
成27年の258,600人（全国25位）と大幅に増加しま
した。

成
果

東アジア地方政府会合会員地方政府数（地方政府） 国際課

国際会議の誘致活動を行いました。（①）

成
果

国際会議の誘致に努めた結果、平成26年の国際
会議の開催件数は48件と、平成25年に比べ14件
増加しました。

－

取
組

主な取組指標等 平成25年度 平成26年度 平成27年度 担当課名
官民一体となった外国人観光客の誘致（①）

奈良県の外国人訪問者数（千人）
ならの観光
力向上課

友好提携先と連携した交流の促進（①）

戦略５　海外に向けたプロモーション及び情報発
信を推進するとともに、外国人観光客の受け入
れ・おもてなし環境の充実を図ります。

主担当課(長)名 観光プロモーション課長　阿部 辰雄

戦略目標
①平成29年までに、奈良を訪問する外国人数を77万人にします。（H25年：45.6万人）
②平成29年までに、奈良に宿泊する外国人数を36万5千人にします。（H25年：16.5万人）

取
組
外国人宿泊観光客の誘致活動に取り組みました。
（②）

外国人留学生の支援・連携（①）

・外国人観光客に向けた情報発信、おもてなし及び観光客同士の交流を促進するための拠点施設「奈良県外

国人観光客交流館（奈良県猿沢イン）」を、平成 年 月に開館しました。（①②）

・年間を通じたファムトリップの実施や雑誌・ への観光情報の掲載により、海外市場における効果的な情報

発信を行いました。（②）

・奈良に事務所があるＵＮＷＴＯアジア太平洋センター関連の国際会議等を誘致しました。平成 年 月には、

「ＵＮＷＴＯ遺産観光に関する国際会議」を開催しました。（①）

これまでの成果
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1 3つの世界遺産、国宝・重要文化
財指定件数全国第3位。中国や韓
国との深い交流の歴史に裏打ちさ
れた「ゆかり」を示す遺産を含めた
文化財と豊富な歴史的資源
2 特に平城宮跡から奈良公園エリ
アは文化的・歴史的資産が集積し、
多くの観光客が来訪
3 ミシュラングリーンガイドに観光地
「奈良」の三つ星を始め60カ所に星
がつく等、奈良の観光地としての魅
力が存在
4 ミシュランレッドガイドにおいて16
軒に星がつく等、食の観光素材が
充実
5 四季折々の変化が楽しめる豊か
な自然景観
6 奈良に事務所があるＵＮＷＴＯア
ジア太平洋センター関連の国際会
議等の誘致
7 東アジア地方政府会合等を通じ
た東アジア諸国との深いつながり
8 欧米からの観光客は、歴史・文化
のある奈良に高い関心
9 中国陝西省・韓国忠清南道・スイ
スベルン州・ベトナムフートー省との
友好提携等
10 「奈良県猿沢イン」のグランド
オープン（H28年中予定）

11 宿泊施設の施設数・客室数とも
に少なく、客室数は全国で最下位
12 12～2月、6・7月がオフシーズン
で宿泊客が少ない
13 県内に常時賑わいを創出してい
る場所が不足
14 奈良らしい土産物が少ない
15 観光トップシーズンを中心に、奈
良公園等観光地周辺の道路は渋
滞が慢性化
16 観光施設等の案内表示、バリア
フリー対応の困難さ
17 大阪、京都への交通アクセスが
よいため、通過型（日帰り）観光が
中心
18 国内外に、奈良の奥深い魅力、
歴史的背景、文化等が充分伝わっ
ていない
19 県内観光における自転車の利
用は低水準
20 中南和地域へのアクセスが悪い
21 観光客の満足度が低いのは、
「食」「宿泊」「土産物」

＜戦略目標達成に向けた進捗状況＞
・プロモーション、オフシーズンのイベント
の開催、外国人旅行者の受け入れ環境
の整備等により、平成27年の県内主要11
ホテルの延べ宿泊者数は増加しました。
・冬季重点誘客キャンペーン（ネットクー
ポンキャンペーンや大立山まつり等）を実
施したことにより、平成27年度の冬季オフ
シーズン（12～2月）の延べ宿泊者数は
394千人と、平成26年度比6.3％増となり
ました。
・海外旅行プロモーター・旅行商品コー
ディネーターによる情報発信・セールス等
により、外国人延べ宿泊者数は、平成26
年の145千人（全国26位）から平成27年
の259千人（全国25位）と大幅に増加しま
した。

i 奈良公園の観光振興に関連して国の規
制が多く存在
j 国内外の誘致競争の激化
k 少子化による児童、生徒数の減少

〔重要課題〕奈良公園基本戦略に
基づく施策の推進(1,2,3,i)
・友好提携を活用した中国、韓国と
の観光交流の促進(10,j)
・ＵＮＷＴＯアジア太平洋センターと
連携した国際会議の誘致(7,j)

a 平成24年度に古事記編纂1300年を迎
え、国民の記紀・万葉集に対する関心の
高まり
b 「歴女」ブーム等、歴史に関心のある消
費者層の拡大
c 国の経済政策による景気回復傾向
d ＬＣＣの普及、ビザ発給要件の緩和並
びに円安による外国人観光客の増加傾
向
e 東南アジアからの訪日観光客が急増
f 市民参加型マラソン等スポーツイベント
の人気の高まり
g 2020年東京オリンピック･パラリンピック
の開催
h ホテル業界での奈良への進出意欲の
高まり

〔重要課題〕平城宮跡及び県内各
地におけるにぎわいの創出や滞在
型周遊観光の促進

〔重要課題〕大宮通りや周辺の交通
環境整備(2,3,c,d)
〔重要課題〕首都圏からの誘客
（1,2,5,c,d,e）
・奈良の「食」の魅力向上に向けた
効果的・継続的な取組の推進

・歴史展示政策の推進と史跡・名勝
飛鳥京跡苑池の整備(1,3,5,6,9,a,b)
・奈良の魅力の収集と効果的な情
報発信(1,2,3,6,7,a,b)
・海外からの訪問客の取り込み

・交通環境の充実を目指した取組
の推進(2,5,a,c)
・スポーツイベントを活用した誘客
の促進(2,5,f,g)
・外国人観光客の交流拠点「奈良
県猿沢イン」の活用（10,d,e,g）
・旅行商品の造成・セールスの強化

〔重要課題〕宿泊産業の育成・支援

〔重要課題〕大宮通り新ホテル・交
流拠点の整備

〔重要課題〕中南和地域への宿泊
観光客の誘致(11,12,16,20,a,b,c,f,g)
・奈良県交通基本戦略に基づく施
策の推進(15,16,19,a,b,c)
・魅力ある県産品・土産物の開発と
効果的なＰＲの実施(14,21,a,c,d)
・外国人観光客が周遊しやすい環
境の整備(11,16,18,d,e)
・オフシーズン対策の推進（イベント
の活性化）(12,13,a,b,c,e,g)
・宿泊施設の誘致に向けた取組の
強化（11,h）
・案内力・説明力の向上
（16,18,a,b,d,e,g）

＜奈良県への向かい風＞ ≪強みで向かい風を克服する課題≫ ≪弱みを踏まえ向かい風に備える課題≫

・修学旅行の誘致促進(11,14,17,k)
・外国人に対し、奈良の奥深い魅力
を発信できる通訳ガイドの育成

・外国人観光客が滞在しやすい環
境の整備(13,16,19,i,j)

＜奈良県への追い風＞ ≪強みで追い風を活かす課題≫ ≪弱みを踏まえ追い風を活かす課題≫

４．平成２９年度に向けた課題の明確化

＜政策目標達成に向けた進捗状況＞ ＜奈良県の持っている強み＞   ＜奈良県の抱えている弱み＞
・首都圏観光キャンペーン、冬季重点誘
客キャンペーン等の実施により、観光入
込客数は平成24年以降増加しています。
・延べ宿泊者数は、海外プロモーションの
取組等による外国人旅行者の増加、さら
に平成27年は6月下旬から7月にかけて
「奈良県宿泊者限定キャッシュバックキャ
ンペーン」を実施したことにより増加して
います。
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「まほろばパス」（奈良県内社寺、文化・観光施設入館無料パス
ポート）発行枚数（枚）

外国人支援
センター

海外旅行プロモーター・旅行商品コーディネーター
による情報発信・セールス、富裕層旅行を取り扱う
バイヤーとの商談会出展、ファムトリップの実施、
受け入れ環境の整備等により、外国人延べ宿泊
者数は、平成26年の145,260人（全国26位）から平
成27年の258,600人（全国25位）と大幅に増加しま
した。

成
果

東アジア地方政府会合会員地方政府数（地方政府） 国際課

国際会議の誘致活動を行いました。（①）

成
果

国際会議の誘致に努めた結果、平成26年の国際
会議の開催件数は48件と、平成25年に比べ14件
増加しました。

－

取
組

主な取組指標等 平成25年度 平成26年度 平成27年度 担当課名
官民一体となった外国人観光客の誘致（①）

奈良県の外国人訪問者数（千人）
ならの観光
力向上課

友好提携先と連携した交流の促進（①）

戦略５　海外に向けたプロモーション及び情報発
信を推進するとともに、外国人観光客の受け入
れ・おもてなし環境の充実を図ります。

主担当課(長)名 観光プロモーション課長　阿部 辰雄

戦略目標
①平成29年までに、奈良を訪問する外国人数を77万人にします。（H25年：45.6万人）
②平成29年までに、奈良に宿泊する外国人数を36万5千人にします。（H25年：16.5万人）

取
組
外国人宿泊観光客の誘致活動に取り組みました。
（②）

外国人留学生の支援・連携（①）

・外国人観光客に向けた情報発信、おもてなし及び観光客同士の交流を促進するための拠点施設「奈良県外

国人観光客交流館（奈良県猿沢イン）」を、平成 年 月に開館しました。（①②）

・年間を通じたファムトリップの実施や雑誌・ への観光情報の掲載により、海外市場における効果的な情報

発信を行いました。（②）

・奈良に事務所があるＵＮＷＴＯアジア太平洋センター関連の国際会議等を誘致しました。平成 年 月には、

「ＵＮＷＴＯ遺産観光に関する国際会議」を開催しました。（①）

これまでの成果
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・ 海外プロモーションの取組等による外国
人旅行者の増加、さらに平成 27年は6 月
下旬から7月にかけて「奈良県宿泊者限定
キャッシュバックキャンペーン」 を実施した
ことにより、 延べ宿泊者数は増加していま
す。
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５．平成２６年度評価を踏まえ、平成２８年度に向けて見直した課題、取組

６．重要課題についての今後の取組方針

強みで向かい風を克服する課題 今後の取組方針

奈良公園基本戦略に基づく施策の推進
（戦略4）

吉城園周辺地区や飛火野周辺地区等の拠点整備、歩行空間等、奈良
公園の魅力を活かした誘客イベントの企画・実施等の施策を推進しま
す。

中南和地域への宿泊観光客の誘致（戦
略1）

地域の特長を活かした周遊型旅行商品を開発し、ＰＲします。

宿泊産業の育成・支援
（戦略1）

観光サービス向上委員会を設置し、観光サービスに係る苦情や不満をケーススタディと
して、改善すべき課題を把握しその解決を図るとともに、観光マーケティング委員会を設
置し、観光客のニーズを調査・分析し、ニーズにあった施策を実施することで、観光客の
満足度の向上を図ることとしました。

見直した課題 見直した取組方針、見直した内容

海外からの訪問客の
取り込み（戦略5）

東アジア、東南アジア、欧米からの訪問客を取り込むため、新たに海外観光プロモー
ターを設置し、切れ目のないセールス・マーケティングを行い、富裕層市場を開拓し、着
地旅行商品を造成実施することとしました。

オフシーズン対策の推
進（戦略2）

オフシーズン（12～2月、6・7月）の宿泊客を増やすため、冬季重点誘客キャンペーンやイ
ベントを実施することとしました。

平城宮跡及び県内各地におけるにぎわ
いの創出や滞在型周遊観光の促進（戦
略2,4）

・引き続き平城京歴史館（H28.6月末閉館）の運営や、春・夏・秋それぞ
れに特色あるイベントを実施するとともに、オフシーズン等に民間主体
の新たなイベントを支援し、平城宮跡でのにぎわいを創出します。
・「巡る奈良」の一環として、秘宝・秘仏特別開帳をはじめとする「祈りの
回廊」事業の充実と県内各地の持続的観光振興に向けた支援を実施し
ます。

大宮通りや周辺の交通環境整備（戦略
4）

・公共交通機関の利用を促進するとともに、拠点駐車場と「ぐるっとバ
ス」の連携による駐車場対策や、奈良公園周辺の通過交通削減対策等
を実施します。
・奈良公園、平城宮跡等の観光地や駅等の拠点を結ぶ「ぐるっとバス」
の運行等により周遊環境を充実させます。

宿泊産業の育成・支援（戦略1）

・冬季の誘客キャンペーン展開を強化します。
・特別感のある旅行商品を造成します。
・ローラー作戦による旅行会社への積極的セールスを行います。
・旅行エージェント（営業、窓口販売、企画担当）の奈良へのアテンドを
行います。
・年金ツアーの誘致や国内コンベンションの誘致強化により、団体宿泊
客の誘致を促進します。

大宮通り新ホテル・交流拠点の整備
（戦略1）

ホテルを核とする賑わいと交流の拠点整備に向け、ホテル以外の施設
の事業者と契約締結後、施設設計に着手します。

弱みを踏まえ追い風を活かす課題 今後の取組方針

首都圏からの誘客（戦略3）

・奈良県観光キャンペーンを実施します。
・旅行商品説明会・商談会を実施します。
・主要駅でのデジタルサイネージを展開します。
・首都圏百貨店で観光物産展を開催します。
・奈良まほろば館で様々なプロモーション活動を行います。

強みで追い風を活かす課題 今後の取組方針
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地型旅行商品を造成・実施することとしました。
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５．平成２６年度評価を踏まえ、平成２８年度に向けて見直した課題、取組

６．重要課題についての今後の取組方針

強みで向かい風を克服する課題 今後の取組方針

奈良公園基本戦略に基づく施策の推進
（戦略4）

吉城園周辺地区や飛火野周辺地区等の拠点整備、歩行空間等、奈良
公園の魅力を活かした誘客イベントの企画・実施等の施策を推進しま
す。

中南和地域への宿泊観光客の誘致（戦
略1）

地域の特長を活かした周遊型旅行商品を開発し、ＰＲします。

宿泊産業の育成・支援
（戦略1）

観光サービス向上委員会を設置し、観光サービスに係る苦情や不満をケーススタディと
して、改善すべき課題を把握しその解決を図るとともに、観光マーケティング委員会を設
置し、観光客のニーズを調査・分析し、ニーズにあった施策を実施することで、観光客の
満足度の向上を図ることとしました。

見直した課題 見直した取組方針、見直した内容

海外からの訪問客の
取り込み（戦略5）

東アジア、東南アジア、欧米からの訪問客を取り込むため、新たに海外観光プロモー
ターを設置し、切れ目のないセールス・マーケティングを行い、富裕層市場を開拓し、着
地旅行商品を造成実施することとしました。

オフシーズン対策の推
進（戦略2）

オフシーズン（12～2月、6・7月）の宿泊客を増やすため、冬季重点誘客キャンペーンやイ
ベントを実施することとしました。

平城宮跡及び県内各地におけるにぎわ
いの創出や滞在型周遊観光の促進（戦
略2,4）

・引き続き平城京歴史館（H28.6月末閉館）の運営や、春・夏・秋それぞ
れに特色あるイベントを実施するとともに、オフシーズン等に民間主体
の新たなイベントを支援し、平城宮跡でのにぎわいを創出します。
・「巡る奈良」の一環として、秘宝・秘仏特別開帳をはじめとする「祈りの
回廊」事業の充実と県内各地の持続的観光振興に向けた支援を実施し
ます。

大宮通りや周辺の交通環境整備（戦略
4）

・公共交通機関の利用を促進するとともに、拠点駐車場と「ぐるっとバ
ス」の連携による駐車場対策や、奈良公園周辺の通過交通削減対策等
を実施します。
・奈良公園、平城宮跡等の観光地や駅等の拠点を結ぶ「ぐるっとバス」
の運行等により周遊環境を充実させます。

宿泊産業の育成・支援（戦略1）

・冬季の誘客キャンペーン展開を強化します。
・特別感のある旅行商品を造成します。
・ローラー作戦による旅行会社への積極的セールスを行います。
・旅行エージェント（営業、窓口販売、企画担当）の奈良へのアテンドを
行います。
・年金ツアーの誘致や国内コンベンションの誘致強化により、団体宿泊
客の誘致を促進します。

大宮通り新ホテル・交流拠点の整備
（戦略1）

ホテルを核とする賑わいと交流の拠点整備に向け、ホテル以外の施設
の事業者と契約締結後、施設設計に着手します。

弱みを踏まえ追い風を活かす課題 今後の取組方針

首都圏からの誘客（戦略3）

・奈良県観光キャンペーンを実施します。
・旅行商品説明会・商談会を実施します。
・主要駅でのデジタルサイネージを展開します。
・首都圏百貨店で観光物産展を開催します。
・奈良まほろば館で様々なプロモーション活動を行います。

強みで追い風を活かす課題 今後の取組方針
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